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生協の組合員と日本ユニセフ協会を結ぶネットワーク通信「ぽむぽむ通信」は、生協組合員のボランティア 
グループで発行・編集をしています。生協のユニセフ活動に積極的にご活用ください。 

ぽむ･ぽむ通信 活用のすすめ 
・ すべてのページをコピーしなくても、「知っとこ。ユニセフ」や「世界の子どもたちは今」

を集めて、資料としてご活用いただけます。 
・ ユニセフのつどいやユニセフ展、学習会の際に資料としてご活用いただけます。 
・ 店舗の募金箱の近くに置いて、生協のユニセフ活動を紹介する際にご活用いただけます。

・ 生協の管理している文化センターなど、共用施設の雑誌コーナーなどにもご活用いただ

けます。 
・ 写真のコンテンツも充実しているので、カラーコピーでのご使用をおすすめします。 

目次 

ぽむ･ぽむ通信 No.59 

～ユニセフ ハンド・イン・ハンド募金から～



 

一昨年、ソマリアをはじめ「アフリカの角
つ の

」と呼ばれるアフリカ東部を

襲った過去 60 年間で最悪の大干ばつは、アフリカ中･西部のサヘル地

域に拡大し、9 カ国、1,800 万人を巻き込む大規模な食糧難を引き起こ

しました。広大なサハラ砂漠に接し、アフリカ大陸の東西に伸びるサヘ

ル地域。雨が不足し収穫が減り、家畜が死に食べ物が尽き、食糧価格

も高騰しました。 

その状況の中、400 万人を越える幼い子どもたちが空腹に苦しみ、

うち 110 万人が重度の栄養不良や劣悪な環境の中で命の危機にさら

されましたが、ユニセフの支援活動により、約 85 万人の子どもたちが

命を繋ぎとめました。本号では、子どもたちの命を守るためのサヘル

地域でのユニセフの活動について、改めて報告します。 

 

◆ 報告書に示された成果  

「昨年から深刻な干ばつの影響を受けてきたサヘル地域の 9 ヵ国で、2012 年末までに、85 万人以上

の重度の栄養不良の子どもたちの命が、みなさまのご支援で守られる見込み。」ユニセフは、2012 年 12

月 11 日に発表した、「サヘル一帯の干ばつ被害地域に関するレポート」で、こう報告しました。 

 

この 85 万人超という数字は、今年 1 月から 9 月末までの間に、この地域の保健センターなどで実際に

治療を受けた 5 歳未満児が 73 万人にのぼったことを元に算出されたものです。 

 

  

重度の栄養不良

の子ども*の数 
 

(2012 年当初見込)

治療を受けた重

度の栄養不良

の子ども*の数 
(2012 年 9 月時点)

ブルキナファソ 100,000 71,614

カメルーン 55,000 25,949

チャド 127,300 114,837

ガンビア 3,230 2,272

マリ 175,000 57,631

モーリタニア 12,600 7,918

ニジェール 394,000 287,762

ナイジェリア 208,000 159,143

セネガル 20,000 7,045

合計 1,095,130 734,171

 

アアフフリリカカ干干ばばつつ緊緊急急募募金金    
  

～～～報報報告告告：：：888555 万万万人人人ののの子子子どどどもももがががユユユニニニセセセフフフののの支支支援援援ででで命命命ををを繋繋繋ぎぎぎとととめめめままましししたたた！！！～～～

* 子ども＝5 歳未満児 

「サヘル一帯の干ばつ被害地域に 

関するレポート」英語版※ 

（出典：”Children in Crisis in the Sahel－Progress Report,” 2012, P.5-6 の表を編集）

※詳しくはこちら（英語版 PDF）：http://www.unicef.org/infobycountry/files/UNICEF_SAHEL_EmrgRprt_11.12.12.pdf
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◆ サヘル地域でのユニセフの支援活動 

ユニセフは、現地の各政府や他の国連機関、人道支援団体などと協力し、各国政府や各国のユニセ

フ協会（国内委員会）を通じてみなさまからお寄せいただいた資金や募金に支えていただき、サヘル地

域で、こうした内容のものとしては史上最大規模の人道支援活動を展開してきました。ユニセフは、以下

の分野で重点的に活動しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

水と衛生 

安全な飲み水の提供／浄水剤、貯水器、バ

ケツが入った家庭用水キットの配布／トイレ

の設置／給水施設の設置／手洗いなど衛生

知識の普及 

栄養 

栄養治療センターの運営／栄養補助食の提

供／被災地域での食糧支援／ビタミン A の投

与／保健員による栄養指導／完全母乳育児

の普及 

保健 

保健キット、医薬品の提供／保健センターの

運営／予防接種の実施／マラリア予防用の

蚊帳の配布／被災地域への医療チームの派

遣／保健員の育成 

教育 

「スクール・イン・ア・ボックス」の提供／テント

学級や臨時学級の開設／教材の提供／学校

での保健・衛生指導／教員の育成 

 

水不足の中、汚れた水が原因で下痢性の病気が急増。

安全な飲み水の提供は、ユニセフの重要な活動の 
ひとつです。 

栄養不良と診断され、栄養補助食（プランピーナッ

ツ）で栄養を摂る女の子。アフリカには栄養支援が

必要な子どもたちがまだ大勢います。 

はしかの予防接種を受ける子ども。感染症にかから

ないように身体に抵抗力をつけるビタミン A も投与

します。 

木の下の青空学校で勉強する子どもたち。干ばつな

ど緊急事態の中でも、子どもを守り、未来を開く学

校は欠かせません。 

©UNICEF/NYHQ2011-1353/Najwa Mekki ©UNICEF/NYHQ2012-0180/Asslin

©UNICEF/NYHQ2011-1209/Siegfried Modola ©UNICEF/NYHQ2011-1268/Christine nesbitt

（出典：ユニセフ T・NET 通信 No.53  WINTER 2013）

2012 年にサヘル地域で実施されたユニセフ支援活動例 

・ 約 4,700 箇所以上の栄養治療センターで、重度の栄養不良の乳幼児 73 万人以上に栄養治療を行いました。 

・ 190 万人以上の乳幼児にはしかの予防接種を実施しました。 

・ 水不足の村々やコレラの流行が心配される避難民キャンプで 28 万人以上に安全な飲料水を届けました。 

・ 蚊を媒介としたマラリアを予防するための殺虫処理済の蚊帳を、730 万世帯以上の家庭に配布しました。 
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◆ 具体的な成功例 ～2 歳のハビビは 2 ヵ月後、完全に回復しました！～ 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆ 今後の課題 

サハラ以南の大部分の地域に雨が降り、作物の収穫高は上昇しています。しかし、今回の干ばつで

家畜を失い、長期にわたり食糧価格の高騰にさらされてきた人々が、元の生活を取り戻すためには、少

なくとも 2 年は必要です。また、たとえ大人が十分と思う程の食糧が手に入れられるようになったとしても、

それが、子どもたちの栄養不良問題の解決に必ずしも直結しないという事実もあります。栄養不良状態

の子どもたちは、栄養を吸収する力も損なわれてしまっているため、継続的な治療・ケアが必要です。 

 
（出典：日本ユニセフ協会 HP 「アフリカ干ばつ緊急募金 第 90 報」、“Children in Crisis in the Sahel - Progress Report”を編集） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

◆ アフリカ干ばつ緊急募金 ◆ 

  日本ユニセフ協会では、ソマリアとその周辺国を含む「アフリカの角
つ の

」地域と、アフリカ中･

西部に位置するサヘル地域の子どもに対してユニセフが行う緊急援助を支援する アフリカ

干ばつ緊急募金を受け付けています。あたたかいご支援よろしくお願いいたします。 

 

郵便局（ゆうちょ銀行）募金口座 

振替口座：00190-5-31000 

口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会 
 

*通信欄に「アフリカ干ばつ」と明記願います。   

*送金手数料免除されます。 

 

2012 年 2 月、2 歳になるハビビは家族と紛争が激化するマリ北部からモーリタニアに逃れて来ました。その時、
すでに重度の栄養不良の状態でしたが、ユニセフと現地の保健当局が栄養治療などを行った結果、ハビビは
2 ヵ月後に完全に回復しました。 

 UNICEF/MAURITANIA/2012/LEZAMA UNICEF/MAURITANIA/2012/OULADIA
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シリア緊急募金にご協力をお願いいたします 

シリアの現状 

激しさを増す戦闘から、いまだに国外避難する

人々の波が止まらないシリア。シリアや周辺の

国々は、寒波や大雨、雪などの悪天候で、非常

に厳しい状況に陥っています。 

 

隣国ヨルダンでは、今年 1 月に入ってからも平

均で 1 日あたり 1,000 人あまりが避難し続けてお

り、その多くは、雨や雪で濡れた衣類の他、ほと

んど何も持たないまま、凍えながら不自由な避難

生活を送っています。 

 

この紛争の影響を受けている子どもの数は、シリア国内外で、確認されているだけでもおよそ 210

万人。厳しい寒さの中で、子どもたちの安全と命を守る支援が急がれています。 

 

ユニセフの対応 

国連児童基金（ユニセフ）は、シリア国内とシリアからの避難民を受け入れている周辺の国々に

おいて展開してきた人道支援活動を、さらに加速させています。冬を乗り切るための衣類や防寒具

の配付や感染症を予防するための予防接種、衛生環境を保つための衛生用品の配布やトイレの

設置、安全な水の提供などに加え、故郷を追われた子どもたちへの心のケアや教育の支援も行っ

ています。これらの支援を今後半年間続けるための資金として、ユニセフは、国際社会からの支援

を呼びかけています。（2013 年 1 月 11 日現在、総額 1 億 9,500 万米ドル） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※現地の詳しい情報を日本ユニセフ協会ホームページにて随時紹介していますので、ぜひご覧下さい。

http://www.unicef.or.jp/kinkyu/syria 

（出典：日本ユニセフ協会ホームページ）

寒波にさらされているシリアの子どもたち

 

シリア緊急募金 
 

郵便局（ゆうちょ銀行）  

振替口座：00190-5-31000  

口座名義：公益財団法人 日本ユニセフ協会

  
*通信欄に「シリア」と明記願います。 

*送金手数料は免除されます。 

 ©UNICEF/ Jordan/2012/Al-Masri
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ユニセフ ラオススタディツアーに行ってきました 

 
 2013 年 2 月 17 日～24 日にかけて、生協や日本ユニセフ協会 
地域組織から計 11 人がラオスを訪問し、主に北部地域の山岳民族

の村などで「女の子と女性の立場の向上プログラム」や「初等教育

平等化プログラム」の実施状況や成果を視察しました。 
 
２月１７日 成田空港集合 バンコク経由でタイへ 
２月１８日 ■ ビエンチャンのユニセフ事務所でブリーフィング。 

その後、空路でビエンチャンからルアンナムターへ移動。 
更に車で中国国境に近い北部シン（Sing）へ移動。 

２月１９日 ■ ナノイ村（Nonoi）へ車で移動。ナノイ小学校＝コミュニティに基づい

た学校準備プログラムの施設、学校の水と衛生に関する施設の視察。 
～「女の子と女性の立場の向上プログラム」対象の村～ 

■ 巡回教育に関する調査が行われているパバー村（Phabath）を訪問。 
～「初等教育平等化プログラム」対象予定の村～村民と交流。 

２月２０日 ■ ２つのグループに分かれて、ナムデーマイ村（Namdadmai）：アカ族、

チョム村（Chom）：カム族 ２つの村を訪問。 
いずれもコミュニティに基づいた学校準備プログラムを視察。 

■ シンに戻り、郡庁庁舎で最高責任者（郡長）と面会・懇談。 
■ 県庁に隣接したシン郡教育局を訪問。シン郡の教育現場の状況や昨年

実施された調査報告の結果を聞き、視察の報告・交流を実施。 
２月２１日 ■ ナトゥイ村（Na Tuei）へ車で移動。小学校と幼稚園および就学前教育

の現場を視察。校長室にて校長先生と面談。 
■ 午後ナムターに戻り、教育局を訪問。   

ユニセフの支援による就学前教育の成果等をヒアリング。 
■ 国立テレビ・ラジオ局を訪問。若者による若者に向けたラジオ番組の

取り組み（ユニセフ支援）について見学。CCC（子ども文化センター）

にて視聴者グループの子ども達リスナーと交流。 
２月２２日 ■タワン村（Tavan）を訪問。ユニセフ支援による「巡回保健プロジェク

ト」が訪問している小学校での予防接種や健康指導を視察。 
２月２３日 ＡＭ ビエンチャン市内の市場等を視察。ＰＭ バンコクへ移動。市内見物。 
２月２４日 朝 成田空港にて解散。 
                       ※視察の詳細は、次号でご紹介します。 



 
 
 
 

ぽむ･ぽむ広場 

編集後記 

◆ 海外に単身赴任している父親のもとに、ある日突然、はるばる日本から、我が子が会いに

きてくれた！「えっ？ なに？ どうした？」戸惑いながらも嬉しさを隠しきれず、顔が

クシャクシャのお父さん。そんな TV 番組がありますが、1 月にアルジェリアで起きた事件

は、そうした子どもたちや家族にいまも大きな不安を与えています。一方、事件の周辺国

の中には、干ばつによる影響に苦しむサヘル地域の一部も含まれており、現地で活動して

いるユニセフスタッフの存在を思いやることしかできずにいます。 

ぽむ･ぽむ通信・ひとことカード 

今回の「ぽむぽむ通信」はいかがでしたか？ご感想やご意見・ご要望をお寄せください。

次号以降の参考にさせていただきます。 
                                         
                  
          
          
           
 
 
 
 
 

右記の宛先までお送りください。 宛先：日本生協連 組合員活動部 ＦＡＸ： 03-5778-8125 

 MAIL： kumikatsu@jccu.coop

ご協力、ありがとうございました！ 

生協名：                    

氏名（ペンネーム可）：                  《 組合員・役職員・その他 》 

ユニセフ＊コープネットワーク 
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○次号は、2013 年 6月 14 日発行予定です。 

 


